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１ 会議名   令和３年 第 16 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和３年 12 月 21 日（火）午後２時 30 分～午後３時 00 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、竹田 千恵、渡邉 博明 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

教育次長   ： 三浦 成寿 

由宇支所長  ： 藤中 公子  周東支所長  ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 下村 豊   美和支所長  ： 亀弘 典久 

教育政策課長 ： 遠藤 克也   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 鬼武 伸哉 

学校教育課長 ： 林 孝志   学校教育課主幹 ： 仁田 誠彦   

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 福屋 憲道 

文化財保護課長 岩国徴古館長兼務 ： 後 詳子 

生涯学習課長 中央公民館長兼務： 村重 加代子 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター館長 ： 中村 洋一 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  廣田 登志子、渡邉 博明 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 23 号  所管事項について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

・ただいまから令和３年第 16 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・では、はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会

議録署名委員は、廣田委員と渡邉委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 23 号 所管事項について」、以上でご

ざいます。それでは、日程第２「報告第 23 号 所管事項について」を

議題といたします。これについては、協議会形式で進めたいと思います。

各担当部署から先に配布しております行事予定表について、補足又は所

管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・11 月 13 日と 14 日に中学校文化連盟の総合文化祭岩国大会があり、コロ

ナ禍ではありますが工夫をしながら大変すばらしい文化祭ができたこ

とを御報告いたします。 

・11 月 20 日の土曜日に錦中学校で開催されました「家庭教育学習講座」

の参加人数は 108 人で、30 日の通津中学校での同講座については延期に

なりました。 

・１月９日の日曜日に、成人式を二部に分けて 12 時からと 14 時 30 分か

らで、市民文化会館にて開催いたします。御案内は委員にも先週お送り
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青少年課長 

村尾委員 

青少年課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

させていただいておりますので、ぜひ御出席いただきますようよろしく

お願いいたします。 

・１月 28 日金曜日の 10 時 30 分から市役所６階全員協議会室にて令和３

年度岩国市社会教育功労賞の表彰式を行います。 

・川下中学校育友会の活動内容が他の模範と認められ、11 月 19 日に令和

３年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を受賞しました。11 月 25 日に教育

長同席で市長に受賞の報告を行いました。 

・中央公民館からですが、12 月 26 日 13 時 30 分から、市民文化会館にて

「童謡や唱歌を歌って心とからだを元気に！」が開催されます。200 人

の定員で童謡や唱歌を楽しく歌い、ストレスを解消して心とからだを元

気にしてお帰りいただけるのではないかと思っております。 

・全体を通して御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・今の生徒指導の課題は不登校であると思います。岩国市の不登校への取

組は、青少年課をはじめ多くの先生方によって十分な対策が練られてい

ると思うのですが、支援教室の指導員と心の支援員の確保が課題となっ

ています。現状として確保するのが年々難しくなってきているのではな

いかと思います。長年、退職された校長先生をはじめとする先生方が支

援教室の運営に携わってくださり、子供に対して熱心に指導されておら

れますが、今年度退職される全ての先生方とお話したところ、再任用の

方がほとんどで、なかなか支援教室の方に手が回らないと。一般教諭の

方も同じような状況にあります。今、指導員をしていただいている方に

引き続きお願いするのがベストであると思うのですが、なかなか補充が

されず厳しい状況です。人材の確保について何かアピールするところは

ありますか。早めに手を打って広報等を出すとか。できれば教育関係者

の方が子供の扱い――特に不登校児童生徒の扱いが難しいので良いと

思います。いなければ教育関係者以外の方でも。実際今いらっしゃいま

すよね。 

・条件はありますが。 

・その辺りも含めてどうお考えですか。 

・３年前に青少年課長になってから、県下でもまれな教科担任という体制

をどのように維持していくのかといった持続可能な支援教室の運営と

いうのが大きなポイントであると思っております。教職員免許状を持つ

ことが支援員の条件なのですが、昨今、文科省から免許更新制を改善し

ていくとの話も出ているので、免許状はあるけれども失効している 65

歳以上の方でも継続してやっていけるように、免許状を持つ、あるいは

教職経験のある方へ門戸を広げていくというのが一つ考えているとこ

ろです。それから二つ目として、子供たちの数や支援員の確保が今後難

しくなってくることを考えると、教科を教えるのではなく個別の自主学

習――他の市町でやっているようなことも少しずつ取り入れていかな
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青少年課長 

村尾委員 
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村尾委員 

 

廣田委員 

 

 

 

 

英語教育推進

室長 

いと対応しきれなくなってくる可能性もあるので、その個別にやる自立

的な学習を意義あるものにし、効果を高める目的で今年度はｅラーニン

グを導入しました。質も見直していかなければならないし、持続可能に

するにはどうするのかというのは今後の大きな課題であると思います。 

・不登校の児童生徒が増え支援員の確保が難しい中で、個別指導に当たる

教科については切らなければならない部分も出てくると思います。個別

指導と言いましたが、アウトリーチの充実については高く評価されてい

ます。心の支援員についても同じような状況であると認識してもいいで

すか。 

・心の支援員というのは、各学校において別室指導についたり、学校によ

っては家庭訪問をして個別に指導を行ったり、学校長が思い描くビジョ

ンに沿った活用ができるのが大きなポイントだと思います。これまで心

の支援員を一堂に会して研修を行ったり情報共有を行ったりしたこと

がなく、個別の支援員と指導主事とのやり取りで対応の方向性を決めて

いたのですが、横の繋がりや支援教室との繋がりも重要なので、今年度

の試みとして２月に心の支援員を集めての研修も計画しながら、各学校

への支援により効果が出るように進めていきたいと思っております。 

・心の支援員は退職された校長先生が多いのですか。 

・教職経験者が３分の２ほどで、管理職が３分の１から半分ほどです。 

・来年度についても目途は立ちそうですか。 

・広報をしていき、個別に声をかけながら、心の支援員や各支援教室の指

導員の確保に努めてまいりたいと思います。 

・支援教室の指導員や心の支援員も状況が難しいということで、できるだ

け現状維持をしながら人材の発掘に努力していただきたいと思います。

指導員と心の支援員は給料体系が違いますから。市役所の雇用制度が変

わって会計年度任用職員は職員課が担当ですよね。教員経験は関係ない

のですか。 

・関係あります。 

・多少の色付けはされているんですか。 

・はい。 

・退職されて年金支給が 65 歳からになり、厳しい中でやりくりしないと

いけない部分もありますが、人材確保に努めてください。 

・英語教育推進室にお尋ねします。Ｆｅｃｅｂｏｏｋ等でたくさんの行事

を報告しておられますが、最近行われた行事の中から小・中学生向けで

何か事例がありましたら、せっかくの機会なので皆様に紹介をしていた

だければと思います。大人向けは国際交流カフェなどたくさんあります

よね。 

・先日、保護者と子供を対象に国際交流カフェを行い、クリスマスのキャ

ンディポットづくりを市民文化会館で実施しました。参加されたアメリ
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生涯学習課長 

カの方と和気あいあいと盛り上がっておりました。簡単なゲームをした

りして交流を深めた後に制作をしながら言葉を交わすという形で行い

ました。いろいろな形の作品が出来上がり、それをアメリカの方が作ら

れたものと比較をしながら会話をしたりして、とても良い時間だったと

思います。 

・その広報は主にチラシで行ったのですか。学校にもピンポイントで配ら

れたり、Ｆａｃｅｂｏｏｋや市報で周知したのですか。 

・市のホームページで周知しました。 

・今小学校から英語が入っているので、学校教育でももちろんですが、こ

うした市民レベルの活動を通して、いろんな文化の違いを理解できるよ

うに、市報だけではなくＷＥＢを通した周知も学校教育課と一緒になっ

てできたらいいなと思います。岩国の子供たちはそういった面では幸せ

かなと思っております。引き続きよろしくお願いいたします。 

・まもなく冬季休業に入りますが、悩みを一人で抱えないでというのをテ

レビでも言っております。学校というのはある意味ありがたいもので、

子供たちを先生も見るしクラスの子供たちもお互いに見てくれる、また

家庭でも保護者が中心になって見てくれます。幾重にもその子の変化や

悩みを受け入れる機会があるのですが、休業中は先生や同級生とのライ

ンが消えてしまいます。家庭でも今まで以上にその子の変化に気を付け

るようにし、命の大切さや、お父さんやお母さん、何十人何万人もの命

を受け継いで今の自分が在るということも、終業式までまだ時間があり

ますので知らせてほしいと思います。同時に、今のような学校教育だけ

ではできないような社会参加活動や自分の特性を伸ばすようなことに

も挑戦してほしいと思います。 

・中央公民館建替えについて、地域連携ということで地域協育ネットワー

クに各公民館長は入られてますか。災害など万が一の時に公民館や小・

中学校に避難する方がいたりする場面で連携が必要になります。そうい

った時に地域協育ネットワークがあれば公民館と学校が連携でき、ある

程度の情報の集約に役立ちます。山口県の中でも地域協育ネットワーク

の構成メンバーに公民館長がかなり入られています。そういう場所は災

害時や緊急事態に学校と連携ができて対処ができるのに加え、廣田委員

が言われたような子供たちからの相談事を広く受けるためにも、学校が

休みの期間に公民館が開いていることで、公民館が学校代わりにもなれ

ます。まだ今は難しいかもしれませんが、将来的にはそういうシステム

を構築できるようになると思います。宿題になると思いますが、いずれ

は学校の地域協育ネットワーク等に絡んでいただいて、児童生徒のため

に何かしら楽しいイベントや災害時や緊急時の対応等が一緒になって

できるようなシステムがあればと思います。 

・地域協育ネットワークの中に公民館長が入っているかというお尋ねにつ
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いてですが、今資料はありませんが、北河内や南河内や教育支所で入っ

ているところはあります。ただやはり全てではなく、特に市街地の方で

は入っていないところもあります。また、公民館と地域連携教育ですが、

昨年の地域連携教育研修会に公民館の指導主事の方に来ていただいて

一緒に進めることをしまして、今年度も計画しております。実際に岩国

中学校とは地域連携ということで、中央公民館共催クラブに所属する団

体の方に中学校に行ってもらい、お花を一緒にやってもらうということ

もありました。麻里布と東と岩国地区は中央公民館の管轄ですので、地

区として公民館がないような場所でも活動は進めています。学校にお話

をさせていただいて少しずつ進めており、公民館の指導員の意識を高

め、人数が少ないのでできるところからやらせていただいています。 

・別にないようでしたら、以上で報告第 23 号を終わります。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日

程について、事務局からお願いします。 

・次回の定例会は令和４年１月 14 日金曜日、市役所本庁２階特別会議室

にて 14 時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催いた

します。 

・これをもちまして、令和３年第 16 回岩国市教育委員会会議を終了しま

す。  
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 廣田 登志子                        

 

教育委員 渡邉 博明  

 


